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ゆうMUG活動レポート
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。

本年も昨年同様よろしくお願い申し上げます。

この新しい年がAppleユーザに取って良い年でありますよう

心よりお祈りいたします。
 
　ここでは2011年11月、12月、2012年1月の、ゆうMUGの活動状況をお伝えします。
 
●2011年11月19日（土）　2011年11月度定例会
於：永山公民館「講座室」
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とっても広い永山公民館「講座室」


ゆうMUG定例会は、別名「流浪の会」とも呼ばれているとかいないとか…

おもに使用している永山公民館では、いつも違う部屋を借りて実施しているゆえなのですが、今回の11月度定例会も、また使ったことの無い新しい部屋でおこなわれました。

永山公民館（消費者生活センター）「講座室」。

ここは、いままで使った会場の中で一番大きい部屋だったかも知れません。

定員40名という席の数にもってきて、視聴覚室同様、遮光シャッターならびにブロジェクター用スクリーン完備という恵まれた会場でした。

恵まれているだけあって、同施設では一、二の人気とか…いつもこういう所で定例会が出来ればいいのですが…

内容としては、稲葉リーダーによるお茶会講座 ver.2の現状ならびに今後の進め方についてのリポート。

杉山による、Podcast Award 2011の報告。

そして、来年のゆうMUGについてのお話をさせていただきました。

（プレゼン予定者の）遅刻、欠席が目立ったものの、４日後に予定されていた、光画部撮影会の段取りもかたまり、新入会員さんもお迎えして、終ってみればそれなりに色々あった定例会でございました。
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ホワイトボードで白熱議論？


 


●2011年11月23日（水・祝）　第1回光画部撮影会  

於：多摩センター　旧富澤家


この日は「季節がよくなったら、紅葉でも撮りに行きましょう」と言って予定していた、光画部撮影会の本番でした。

会場は、多摩センター駅近くに広がる多摩中央公園の奥、紅葉で名高い史跡、旧富澤家。

お天気にも恵まれ、絶好の撮影日和でございました。

思い思いに愛機を手にした面々による自慢の作品は、どんまが今号の「多摩フォト」にてじっくりご覧下さい。

また、当日の様子はYouTube動画でもご覧いただけます。

http://youtu.be/dSth0Q4-ZpE

 


●2011年12月17日（土）　2011年12月度定例会／忘年会  

於：永山公民館「調理室」


2011年最後の定例会は、忘年会も兼ねて永山公民館「調理室」でおこなわれました。

定例会は、最初のほんの1時間ほど。会員の皆さん、一人ひとりに前に出て来ていただき「2011年はどんな年だったか」と「来年に向けて」についてお話いただきました。

2011年は、やはり震災、ジョブズ氏の死去と、あまりにも多くのことがあり、皆さんのお話も色々な意味で考えさせられる内容でした。
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どんな鍋が出来上がるのやら…


そして、前回よりさらにしぼりこんだ、来年のゆうMUGについてのお話をさせていただいた後、早々に忘年会＝鍋会の準備に突入！今回もまた、総料理長である須賀事務局長、ちゃんてつ氏の指揮のもと、バラエティに富んだ鍋、そしてオードブルの数々に、みんなで舌鼓を打ちました。
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みんなで作る鍋は楽しい！


鍋や料理だけでなく、デザートにもカナさんらが腕をふるい、一年の締めくくりにふさわしい、美味しく楽しいひと時となりました。
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厚揚げ豆腐を作る稲葉リーダー
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●2012年1月28日（土）　2012年1月度定例会／総会  

於：アクロスホール
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総会と言えば会場はアクロスホール
 
 
 
一年がたつのは、本当に早いものです。

年が明け、総会の時期とあいなりました。例によって、総会の会場はひさかたぶりのアクロスホール。

そして、また20人を越える近い会員の皆様にお集まりいただきました。

須賀事務局長からの、2011年度活動報告、人事報告。

ならびに、北奥局員からの会計報告がおこなわれ、その後、杉山から今年の活動方針についてのプレゼンテーションをおこないました。
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2012年度のゆうMUGは、分科会活動をさらに活発におこなうことで、会員主導の推進をはかるという方針で、活動していきます。

また、Webサイトやメーリングリストなど、会の運営システムも大幅に刷新し、さらに会員の皆さんの活動をサポート出来るようにしていくといった内容が発表されました。

さらに、会則に記してある会の目的も、現状に合わせて拡張したものとして設定し直しました。

すなわち、アップル製品やその周辺についての情報交換や交流にとどまらず、それらを利用して、さらに幅広い知識や技術の習得、研究、創作を目的とすると明記し、スティーブ・ジョブズ氏がアップルのあり方の大きなよりどころとして掲げた「リベラルアーツ」の追求をやっていこうと思います。

後半は、今年からゆうMUG顧問に就任していただいた菊池先生による「デジカメ講座」の第2回目。
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菊池先生による「デジカメ講座」レンズのお話


とっても深いレンズのお話に、参加者の皆さんからも質問や自らの経験談が活発に飛び出しました。

正に、Macの周辺から幅広い知識に触れるきっかけとなる、貴重な企画になったと思います。

このように、今年も多くの会員の皆様に定例会、分科会にご参加いただき、楽しくいろいろなことを学んだり、作ったりしていきたいと思います。

今までネット上でしか、ゆうMUGをご存じなかった方も、ぜひこうした催しにご参加下さい。

きっと、何か新しい発見や出会いが待っていると思います。

今年も、ゆうMUGをよろしくお願い申し上げます！



 
ゆうMUG会長　杉山 @jaraku


リーダーのマシン遍歴（その一）
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ここでは、@foissotte さんのリクエストにお応えして、これまで使用してきたマシンを列挙して、解説を加えていこうと思います。

私が最初にMacを手にしたのは1997年初頭。当時Performaと呼ばれていた、Appleのホームマシンを迎えたのが始まりです。

以来、15年余りの間に16台の愛機を乗り換えてきました。今回は、パソコン編に対象を絞って話をしていきたいと思います。





【初めてのMac　使用期間：1997〜1999、Appleへ返却廃棄】

・Performa 5410（PPC 120MHz、1.6GB、16MB、15型、漢字talk7）

沼津にあったキヤノンのゼロワンショップで、プリンタとセットで買いました。

当時、小学５年生だった私がパソコンを触るのを極度に避けていたため、

母が「これからパソコン使えないとマズい」と危機感を感じて買ったと聞いています。

当時はインターネットにも接続していなかったので、完全にスタンドアローン。

キッドピクスでお絵描きをするために存在していたマシンでした。

あとは、ガンダムタクティクスという戦略ゲームをよくやっていました。

母はクラリスワークスで書類を作ったりしていたようです。

上京後は封印されて復活することなく、Appleに回収してもらいました。



【初めてのノートPC　使用期間：2002〜2006、分解され不燃物】

・FMV-BIBLO NB 9/95L（Dur 950MHz、30GB、256MB、15型、XP Home Edition）

私が高校生になったために必要だろうと買うことになりましたが、

本当に欲しかったPowerBookやiBookにすることは叶わずこの子が来ました。

実は一番思い出深い子で、いろいろと骨の髄まで楽しませてくれました。

この子との出会いでパソコン嫌いが、好きに変わったので、

この子が無ければ今の私は無いかもしれない…そんな思い出の一台です。



【学科仕様機		使用期間：2005〜2007、バイト先の人に譲渡】

・FMV-820MG（PenM 1.2GHz、40GB、512MB、13型、Turbolinux 10）

大学の学科推奨機として買わされたマシン。初めてLinuxを触ったのはこの子。

学科授業の多かった２年生までは使っていましたが途中で故障。

以後はMobiusにメインを明け渡し、バイト先の先輩に譲渡。



【短命な代替え機　使用期間：2006〜2007、ソフマップへ売却】

・Mebius PC-MR80J（PenM 1.60GHz、80GB、1GB、12型、XP Home Edition）

820MGが壊れたため、非常事態ということで買ったマシン。

いろいろと試して楽しんだマシンですが夏に買って冬に売られるという短命な子でした。

Mac miniを契機に始まった「Mac帰還作戦」の元にMacBookの購入資金として売却。



【初めての自作機　使用期間：2006〜2007、大学の友人に譲渡】

・T2-R Standard（自作マシン）

スペックが記憶に無い。工学部で周りが自作していたので触発されて作りました。

光学ドライブを増設したり、いろいろハード的にもソフト的にも楽しんだマシンですが…。

Macがメインになりだしたため、部屋の掃除がてら大学の友人に譲渡しました。



【久しぶりのMac　使用期間：2006〜2007、バイト先の上司に譲渡】

・Mac mini Late 2006（Core Duo 1.83GHz、2GB、80GB、OSX v10.4）

MacBook黒を使い始めた大学の友人に勧められて購入。

Parallelsとの出会いにより、Mac一台で大丈夫という確信を得て、

Macのみの環境にすべく他のマシンの整理を始めるきっかけになったマシン。

後にMacBookにメインの座を取られて、バイト先の上司の元へ。



【大学時代の相棒　使用期間：2007〜2008、ゆうMUG小田中さんへ譲渡】

・MacBook Late 2006（Core 2 Duo 2.0GHz、2GB、80GB、13型、OSX v10.4）

バイトのお金が貯まったため、母に恩返しにMacBookをプレゼント。

母が毎日のように使う姿をみるたびに欲しくなり、ついに自分でも購入。

以来、大学の授業に必ず用いるマシンとして最大限に重宝。

徐々に重さが気になるようになってAirへ世代交代し、小田中さんに譲渡。



【ザウルスの代わり　使用期間：2008、大学の友人に譲渡】

・工人舍 SH6KP12A　(A110 800MHz、120GB、1GB、7型、Vista Home Premium)

大学時代に持ち歩いていたザウルスの後継として購入。

研究室でのサブマシンとしてXPとUbuntuを入れて遊んだり、OSx86を入れたりと

楽しませてもらいました。流れで大学の友人に貸したまま事実上の譲渡。



【かつての羨望　使用期間：2008、ゆうMUG須賀事務局長へ譲渡】

・Power Book G3 Series（コレクションの部品取り用に３台）

憧れのマシンだったため勢いで中古ジャンクを３台を買って動作品を作成。

これまで接していなかったOS8やOS9との邂逅を果たしたのはこのマシンでした。

使用用途が結局見いだせなかったため、須賀事務局長へ譲渡。



【研究室用マシン　使用期間：2007〜2008、研究室の先生に返却】

・Mac mini Mid 2007（Core 2 Duo 1.83GHz、2GB、80GB、OSX v10.5）

研究室は配属時にMacユーザであるとアピールしたところ、一般に貸与される

Windowsマシンとは別に購入してもらえた子。

この子のおかげで研究テーマに「Macでしかできないこと」という制約が加わりました。



【卒論のためのハッタリマシン　使用期間：2008〜2010、伯母さんへ譲渡】

・MacBook Air Late 2008（Core 2 Duo 1.86GHz、2GB、SSD 128GB、13型、OSX v10.5）

当時、iPhoneがテーマの卒論をAirでプレゼンをするとカッコイイという気持ちと、

MacBookを毎日研究室に持っていくのが重いという実務面から購入。

この子のおかげで（？）卒論は無事に優秀賞を貰うことができました。

2010モデルに乗り換える際にiBookを使っていた伯母さんへ譲渡。



【ついカッとなって買ったサーバ　使用期間：2009〜2010、ゆうMUG須賀事務局長へ譲渡】

・Mac mini Late 2009（Core 2 Duo 2.53GHz、4GB、1TB、OSX v10.6）

PLUS YUの店頭で、ついカッとなって買ったOSXサーバ搭載モデル。

単に職場の先輩同行で見たOSXサーバが気になって自分でも欲しくなっただけ。

自宅にサーバ環境を構築して管理するとかは性分ではなく、サーバらしい使い方は

全くされなかった。Mac miniのリプレイスを考えていた事務局長へ譲渡。



【やっぱり必要だったmini 使用期間：2010〜2011、会社の同期に譲渡】

・Mac mini Mid 2010（Core 2 Duo 2.66GHz、8GB、320GB、OSX v10.6）

2009モデルを手放してからやっぱりminiが必要な気がしてPLUS YUで購入。

1年後にMacProを導入したために競合し、リビングマシーンに転用。

結局、リビングで起動することが無くなって無駄と感じたため、会社の同期に譲渡。



【最強のサブ機　使用期間：2010〜2011、SharkSuckerさんに譲渡】

・MacBook Air Late 2010（Core 2 Duo 1.6GHz、4GB、SSD 128GB、11型、OSX v10.6）

2008モデルのAirへの不満としてサイズがあったため、11インチを即断でPLUS YUで購入。

以来、持ち歩きのメイン機としてMacProとセットで最強のコンビとして大活躍した。

MacBook Pro導入後はiPadの万能化にも伴って役割を失い殆どが本棚の肥やしに。

そのため、Mac入れ替えを考えていたSharkSuckerさんにLED Cinema 24と共に譲渡。



【公約を果たして手に入れたモンスター　使用期間：2011、知り合いに譲渡】

・Mac Pro Early 2008（Xeon 2.8GHz x2、14GB、SSD 120GB + 1TB + 2TB、OSX v10.6）

2008年に発表された8コアのMacProを「この化け物をいつか手に入れる」と

バイト時代に上司に宣言していました。そして、ひょんなことからPLUS YUで購入。

いろいろと遊びましたが、このスペックを生かした活用法が見いだせませんでした。

さらにMacBookPro17インチを手にしてしまったため、メイン機としての座を追われ、

箱詰めで長いこと眠っていました。そのため、友人に引き取ってもらうこととなりました。



【ミイラ取りがミイラ　使用期間：2011〜、現在使用中】

・MacBook Pro Early 2011（Core i7 2.3GHz、16GB、SSD 512GB、17型、OSX v10.7）

元バイト先の友人がMacBookAirを買いたいというのでAppleStoreに同行。

その際にAirを知人に売り込んでいた外国人店員が、MBP17を弄っていた私の方をロックオン。

自分に目の前のMacBookPro17インチ（CPUアップグレード、アンチグレア構成）を

売り込んでみろ、という恐ろしい営業をされました。精一杯売り込みました。

そして…「なんで買わないんですか？」という殺し文句でミイラ取りがミイラになりました。

購入時に、もちろんCPUとモニタをカスタマイズ。購入後にSSD512GBに換装＋メモリ16GB化。

前のマシンよりも器は小さいですが、より悪魔的なスペックの子に仕上がりました。

結果的に今は他のMacをすべて手放し、この子一台で回ってます。
 
written by @inabary No.0040

 

カメラはシグマとそれ以外（その七）
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シグマはもともとレンズメーカーです。

ニコンやキヤノンといった大御所のカメラメーカーの下請けのような格好でさまざまなレンズメーカーが生まれ、ひしめき、消えていきました。



タムロン、ケンコーに買収されたトキナー、コシナなどが現在のレンズメーカーの生き残りです。



これらの会社は各種マウント用の互換レンズを販売する一方で、カメラメーカーのコンパクトデジカメのようなローコストが求められるレンズを部品として供給してきました。一時期のコシナのように、カメラ本体でさえ生産して、装いを変えてカメラメーカー各社の一眼レフのラインナップにちゃっかり登場してきたこともあります。
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シグマはどうやら一眼レフカメラの製造を契機として、レンズ専業メーカーから映像機器全般を扱うメーカーへ脱皮しようと志してきたようです。会社の規模がメジャーなカメラメーカーとは比べようもないくらい小さいので、道は険しくあるのですが、期待したいところです。
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さて、それでもなおシグマはれっきとしたレンズメーカーです。

カメラメーカーのオリジナルとほぼ同等の画質や性能を保ちつつ、おそろしく安いレンズ製品を販売してきました。私は単焦点50mm F2.8 Macro のオリンパスOMマウント用のマニュアルレンズを愛用していますが、これもご本家のズイコーレンズにひけをとらない素晴らしいものでした。
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ときおりシグマは掘り出し物の激安高性能レンズを登場させてきます。



厳密に比較すれば高価なレンズとの違いがわかるのですが、目を皿のようにして探さないと安物だとわからないくらいには高画質だったりします。４，５万円する高性能レンズと、たかだか1万数千円のズームレンズが互角に渡り合えるのだから、これは痛快です。



このたびシグマの激安ズームレンズ 18-50mm F2.8-4.5 DC OS HSM を買い込んできました。実売価格が1万数千円程度のレンズなんですが、静粛性の高いHSM（ハイバーソニックモーター）や、レンズ側に手ブレ補正機構「OS」を搭載してこの値段なんですから、とてもお買い得なんでありました。
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さてここから少し一般論を。

安いレンズは高価なレンズと比べてどんなところが違うのか。



まずはレンズの解像度が違います。安いレンズは甘く写ります。

そして中心と周辺の解像度の開きが極端だったりします。ようするに写真の周囲だけぼけたように写ります。



格子模様状態のタイルを撮影すると、安いレンズは直線であるべきところが曲がって写ります。

つまり画像が歪んで写ります。



安いレンズは写った像に赤や青の輪郭線が目立ちます。これは倍率色収差とか軸上色収差とか呼ばれる現象です。高価な硝材を使えないことが、こういったあたりに影響してきます。



安いレンズは周辺の光量が足りず、まわりだけ暗く写ります。



安いレンズはF値が暗いです。というか明るいレンズであることこそ高価な証だったりします。



安いレンズは、ぼけが汚いです。

背景が、ふんわりと柔らかにぼやけず、線が何重にも積み重なって見えたり、刺々しく見えたりします。



安いレンズはマウントの部品が金属ではなく、プラスチックだったりします。総じてボディの質感が低く、プラスチッキーな安っぽさが露骨に出てきます。



安いレンズは動作音がうるさいです。歯車が噛み合うようなギーギーと軋るノイズがけたたましく鳴り続けます。



以上、安いレンズの一般論でした。
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ここいらへんの話の具体例は、一時期ブームとなったトイカメラの写真をイメージしていただけると一層よりよく理解できると思います。



ところがシグマの激安ズームレンズは、そんなにひどく画像が破綻しないのですね。しかも製品としてかなりの質感を保っている上にマウントは例外なく金属製です。



18-50mm F2.8-4.5 DC OS HSM を入手してさっそくSD14に装着し、多摩川の河原から府中の四ツ谷橋を通って中河原まで歩きながら、付近の景色を撮影してみました。



このレンズの場合、ハンディとなるのは望遠側のF値が暗いことと、拡大すると倍率色収差がくっきり見えてしまうことでしょうか。



それでもご覧のとおり、解像感あふれるシグマらしい写真が撮れました。消化器の写真はぼけ具合を見るため撮影したものですが、柔らかくぼやけています。ぶっちゃけ1万円の出費でこれほどの写真が撮れるならば、まったく不満はありません。
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(相変わらず続く)
 
 
 
writer & photo by @keezay No.0050

 

iうさぎの日記
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Manga by @SharkSucker


SIMフリーiPhone体験記（１）
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または私はいかにして白犬を心配するのを止めてキノコを愛するようになったか
 
[image: sim01.png]
 
1. 発端



　日本中を駆け巡ったau版iPhone発売の噂。正式発表を前に、私の興味はただ1点に絞られていました。それは「テザリング」ができるかどうか。ご存じの通り、iOSではかなり前からテザリング、つまりiPhone側の回線を利用して外部の機器をインターネットに接続する機能がサポートされています。ところが日本国内で使用できるSoftBankの回線ではこの機能がブロックされており、まさに宝の持ち腐れになってしまっていました。



　一方で私がMacBook Pro、iPadを持ち出す際の足回りとして使っているemobile回線、これの2年縛りが今春ついに期間満了を迎えます。これを解約して新たな足回りを確保するか、それとも契約延長してこのまま使い続けるか、決断の時は刻一刻と迫ってきます。そんなときに発表されたau版iPhone、これでテザリングを利用することができれば、期限前に無事eMobile回線を解約することができるのです。



　そんな私の期待をよそに、残念ながらau版iPhoneではテザリングなしが確定。私の肩にはemobile回線の処遇を一刻も早く決定し、それを春までに実行に移すという重荷がのしかかってきたのでありました。





2. 夢想



　アイデアとしてはいくつか考えられます。

	1) emobileをそのまま使う

	2) emobileを解約し、WIMAXなどの回線に乗り換える

	3) 電話として使っているdocomoの端末をWiFiテザリング対応に機種変更する



　なんだかどれもパッとしません。使用中のemobileの端末 D25HWは旧型で通信速度も遅いですが、普段の私の使い方では全く不便を感じません。高速通信は気になりますが、未だエリアに難がある現状では乗り換えるには時期尚早のような気がします。とはいえ2年縛り明けという絶好のチャンスを見送るのはなんとも勿体ない。一方でエリアと言えばdocomoだし、どっちみち家族との連絡用にdocomoは維持するしかないし…という訳で私の心はかなり3)に動いていたのでありました。



　ところが天啓というのはあるもので、ある日こんな考えが雷のように頭を打ちました。



「WiFiテザリング対応のdocomo端末、それってSIMフリーiPhoneのことでは…??」



3. 金銭



　SIMフリーiPhoneを使ってdocomo回線でテザリング。これが実現できればSoftBank、emobieは解約することができ、一気に回線を1回線まで削減できます。この不景気の折、ランニングコストの低減はとても魅力的。更に魅力的なのが荷物を減らせることです。携帯端末は小さいですから重量、容積的にはたいしたことありませんが、なにしろ点数が多い上に忘れた・無くした時の損害は甚大です。docomoガラケー、emobile端末、iPhoneに加え専用ケーブル類と充電器。これが減らせるのはかなり魅力的です。



　米国在住の親族がおり、幸いSIMフリーiPhoneの入手には課題はありません。心は一気に動きます。反面、いろいろと心配事も湧いてきました。なんといっても不安なのは金銭面。キャリアロックされた端末にくらべ、SIMフリー版は販売奨励金の分が価格に上乗せされています。例えばiPhone 4S 64GBで比較すると、SoftBank版では（端末価格2,800円 - 月々割1,920円） * 24ヶ月 = 21,120円。一方でApple Store USでの販売価格は$849.00。大雑把に1ドル80円として約68,000円です。実際にはこれに税金がかかりますから、単純計算で5万円ほど余計に出費することになってしまいます。
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　SoftBankの解約金などを含めていくと、もう訳がわからなくなってきます。結論からいうと、これはもう気にしないことにしました。というのは、SoftBankとemobileの通信料金を合わせると月あたり約1万円、24ヶ月ではなんと24万円にもなります。これだけの節約効果があれば、少々違約金などが発生したところで最終的に得をするのはまちがいないでしょう。そう割り切ってしまうと心が一気に楽になりました。



4. 防災



　どうしても心に引っ掛かるのが「防災」という点です。東日本大震災で帰宅難民になってしまった時、携帯端末が3つあるというのは実に心強いものでした。私の職場あたりではdocomo、emobileは通信しにくくなってしまったのですが、（意外なことに）SoftBankは比較的繋がりやすく、情報収集にはかなり役立ちました。またそれぞれがバッテリーを持っており、1台の充電が切れても代替手段があるという心理的な安心感は実に大きいものがありました。emobileのように、通信端末を窓際などの電波のよいところやコンセント近くの電源確保ができる場所に置き、そこから離れた環境の良い場所からインターネットが利用できるというのも大きな利点です。



　端末を1本化してしまうとこういうメリットは一切失われるわけで、これは最後まで悩みました。電源については常にエネループブースター等を携帯することで少しはカバーできますが、回線についてはどうしようもありません。これは現時点でも懸念事項として残っているので、何かいいアイデアをご存じの方はぜひお教え頂けたらと思います。こんなことを書いている最中にもdocomo回線の大トラブルがあり（2012年1月25日）、これはもうdocomo頑張ってくれ、と祈るほかありません。



5. 決断



　そんなこんなでSIMフリーiPhoneへの移行を決意。米国の親族に購入を依頼します。買ったのはiPhone 4S 64GB White。$849.00 + Tax $40.00で合計$889.0でした。レシートには「AT&T」の文字があり一瞬びびりましたが、これは要するにCDMAではなくGSMだよということのようです。Apple Store USの注意書きによれば



The unlocked iPhone works only on supported GSM networks, such as AT&T in the U.S. When you travel internationally, you can also use a micro-SIM card from a local GSM carrier. The unlocked iPhone will not work with CDMA carriers such as Verizon Wireless or Sprint.



となっています。unlocked (=SIMフリー) iPhoneが利用できるGSM回線を採用しているのが米国内ではAT&Tだけなので、自動的にAT&T扱いになるということですね。



　米国でもiPhone 4Sは品薄で入手にはかなり時間がかかりそうだったのですが、ありがたいことに親族がApple Storeの店頭まで出向いて当日売りをゲットしてくれました。そして12月下旬に手元に到着、思いがけず冬休みを新しいiPhoneと過ごせることになりました。楽しい未来を想像してむちゃくちゃテンションが上がります。



6. 混乱



　うきうきしながら真新しいiPhone 4Sを持ってドコモショップに向かったのですが、これが混乱の始まりでした。事前に入手していた情報と、店頭での説明がまったく違うのです。あえて名は秘しますが、某ターミナル駅前のショップではiPhoneではmoperaが使えないと言われてspモードを契約させられそうになったり、iモード.net（携帯のメールをPCなどから使うサービス）を知らなかったりともうさんざん。本当にこれで良いの？と確認すると「保証外ですから…」とお茶を濁す始末で、これはやばい、と直感しその日の契約は断念してしまいました。翌日、別のショップで仕切り直しです。



　そしてたどり着いた京王線の某駅前にあるドコモショップの対応は素晴らしかったです。質問にも的確に回答してくれてあっという間に手続きが終了。要点は下記の通りでした。



　・SIMをマイクロSIMに変更するので、そのままでは普通のdocomo携帯では使えない。変換アダプターなどを使うことはdocomoとしては保証外。

　・iモードの契約を残しておけばiモード.netが使える。moperaと併用する場合も追加料金なし（月々515円でiモード、moperaが両方使える）

　・docomo側の契約をパケット使い放題（パケ・ホーダイフラットなど）にしておくと定額でテザリング可能。ただし料金上限は外部機器接続扱いとなる。



　後から考えると笑い話なのですが、世間では「マイクロ」SIMと呼ばれるiPhone用のSIMカード、ドコモの名称では「ミニ」UIMカードなんですね。最初これに気付かず、お姉さんとの間で会話が混乱しました。標準のものに独自の名称をつけて混乱させるのはちょっと勘弁して欲しいですね。というわけでいろいろ混乱しながらもついに準備完了です。



7. 絶望



　無事マイクロSIM -ミニUIM- カードを入手し帰宅。動作確認のために挿入してあったSoftBankのSIMを、真新しいdocomo SIMに交換してiPhoneを再起動します。初期設定を終えると画面の左上に輝かしい「NTT DOCOMO」の文字が現れました。なんだか一仕事終えたような感覚に囚われたのですが、実はこれからが大変でした。docomoでiPhoneを使ってデータ通信を行うにはFOMA対応のプロバイダとの契約が必要です。私の場合はdocomoが提供するmoperaを選択したのですが、実はmoperaのログインに必要なID、パスワードはiモードからでないと確認できないのです。



　前述のようにdocomoの携帯ではマイクロSIMは使えず、外形を通常のミニSIMに合わせるためのアダプターが必要です。穴の開いた単なる板ですから自作も可能でしょうが、とりあえずAmazonで一番安いもの（税・送料込み100円！）を買っておきました。万一に備えてのつもりだったのですが、それが早速の出番です。iPhoneから取り出したマイクロSIMをアダプターに装着してdocomo携帯に挿入。電源を入れ直すとこれまで通りの画面が現れます。登録情報入手ページへのリンクは@docomo.ne.jpに届いた確認メールに書かれていますから、これをクリックしてIDとパスワードをゲット。これでまたiPhoneの設定に戻れます。



　docomo携帯の電源を切り、バッテリーを取り出してSIMカードを取り出します。取り出します…取り出します…



　なんとSIMカードがでてきません。トレイの爪を引っ張ると僅かに前後に動くのですが、そこからはまるで何かに引っ掛かっているようにびくともしなくなりました。顔面は蒼白、ドコモショップのお姉さんの「アダプター使用は保証外」という言葉が頭の中をぐるぐるします。緊張で余計な力が入ってしまったのか何度かトライしているうちに爪がもげてしまい、トレイを引っ張ることすらできなくなってしまいました。もう心臓の鼓動は最高潮、顔は火照って目眩がします。まさかこんなことになろうとは…！
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以下＜後編＞に続く
 
written by @akira_tt No.0053

 

新感覚現実歪曲IT小説
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オブジェクティブCラプソディ
（第六話） 　　
 
 
　初台駅に都営新宿線がゆっくりと入線してきた。笹塚止まりの各駅停車だ。了太は愛用の時計“lip（リップ）”の文字盤に示す時刻を確認した。既に11時30分をまわっていた。日々残業をしているが、今日は特に遅くなった。
 
　新しいPOYPTAの“プロジェクトP008”を明日から気持ちよくスタートするため、現在進めているアプリのプロジェクトを全て片付けたため遅くなったわけだ。
 
　Appleにアプリ申請したら仕事は終わりではない。
　アプリは定期的に更新が求められる。機能追加や変更、iOSのアップデート対応など要因は様々である。プログラミングをまとめた仕様書ファイルがあると、時間が経ってプログラムの構成が忘れてもすぐに思い出せ、仕事が早く正確に進捗させることができる。
 
　有限会社YUでは、アプリがリリースされカスタマからのフイードバックを集め一ヶ月後を目処に修正版をリリースする。もろん致命的なバグがあれば早急に対応するが、了太の仕事に“致命的なバグ”などは今まで無かった。今後も無いという自信がある。ただし、競合アプリの動向やマーケットニーズの変化によりアプリは進化させなければならない。そのために定期的な更新は必要となる。最初は早いペースで更新するが、そのペースは少しづつ落ちて行く。仕様書ファイルはその都度必要になる大事なものである。
 
　また、自分以外のプログラマーが引き継げるようにしておくのも重要である。今は自分しかプログラマーはいないが、この先社員が増えたり、自分が退職してもこの仕様書ファイルさえあれば、滞り無く業務を運営できる。自分だけが理解しているプログラミングはプロの仕事ではないと了太は思っている。仕様書ファイルはこのためにも必要である。
 
　今日は、この半月作業したアプリの仕様書ファイルを終わらせたのだ。これでPOYOTAのプロジェクトに気持ちよく移行できる。
 
　笹塚駅で急行京王八王子行きに乗り換えた。調布駅で乗り換えの必要がない快速橋本行きもあるが、出来るだけ早く永山駅に着きたかったので一番早く行ける急行に乗った。
 
　急行は終電近い事もあり満員だ。疲れ切ったサラリーマンやOL、酔っぱらいなどが狭い空間に詰め込まれ郊外に運ぶ効率的なシステムだ。
　了太はぎゅうぎゅうに詰め込まれた車内で鞄に入れたMacBook Pro17インチを両手で守った。ユニボディのMacBookは頑丈で簡単には壊れないが東京の満員電車の圧力はバカに出来ない。大切なMacBook Proを守りながら、POYOTAのプロジェクトを考えた。満員電車は劣悪な空間だが揺れる電車に身を任せ、喧噪の車内で自分の頭の中だけは静寂な空間を作りその中でアイディアを考える。その喧噪と静寂のコントラストが不思議な集中力を発揮しシナプスが活性化する。新しいアイディアは、たいがい帰宅するときに満員電車で産まれている。
 
　自分の周りはほとんど年上の男性だが、少し離れた場所に同じ歳くらいと思われるカップルが立っていた。男性は黒縁の眼鏡をかけており、くせ毛の髪をスライドカットし眼鏡の内側に前髪を流している。服装もモード系をカジュアルに着こなしとても清潔感があり好感が持てた。OLと思われる女性はブラックスーツをスタイリッシュに着こなし、モードの彼氏と雰囲気を合わせている。
 
　この若いカップルはクルマに乗っているのだろうか？クルマよりもファッションやお互いの趣味などに興味があり、一昔前の“運転する楽しみ”などは考えていないだろう。ましては“高いクルマ＝女子にモテる”というかつての価値観はどこか遠くにいってしまっているだろう。
 
　男性がポケットから白いiPhone4Sを取り出した。みていると　Facebookのアプリを立ち上げたようだ。男性が写真をタップし大きく映し出し彼女に見せた。彼女はにこやかに笑顔を浮かべ彼氏と談笑している。ちらりと見える写真は、カップルがレストランで食事をしているようだ。おそらく二人の共通の友人だろう。
 
　今、FacebookやTwitterなどSNSは若い世代だけではなく幅広く浸透している。仮想空間でのコミュニティはより一層重要な役割を担っている。それと同時に、リアルな活動も充実しているのではないだろうか。会社と家の往復だけだったサラリーマンも、満員電車の中でSNSを通して会社と家以外のコミュニティを謳歌している。最近は趣味嗜好があった仲間たちとリアルに会い、積極的にコミュニティを世界を広げている。バーチャルだけではなく、リアルの充実と両輪が重要なポイントとなっている。
 
　大人たちだけではない。子ども達もNintendo 3DSは、すれ違い通信という機能が人気だ。近くにNintendo 3DSを持った人がいればすれ違い通信で写真などを共有化できる。この機能の素敵なところは異動先での偶然に近くにいる人とバーチャル空間でコミュニケーションがとれるというところにある。面識の無い同士がバーチャル空間というワンクッションをおいてコミュニケーションがとれるわけだ。
 
　モビリティであるクルマは都市とヒトをつなぐ媒体である。POYOTAの“プロジェクトP008”はiPhoneをオーディオやエアコンなどのインターフェイスとして使いヒトとつなげる。そしてiPhoneはヒトとヒトのコミュニケーションの拡張機能も果たす。
　
　ポイントはヒトも都市も多様性を持っている事である。昨今、スマートシティなど画一的な都市空間を作り上げ、モビリティの未来を提案するクルマメーカーがあるが、ヒトも都市も多様性を持っている事を見落としている。文化、宗教、習慣、体格、性格と様々であり、ひとくくりにする事は出来ない。
 
ヒトとヒト、ヒトとモビリティ、ヒトと都市。これらをiPhoneが一元的に媒体の役割を担う事で多様性を踏まえた高次元なシナジー効果が出来るのではないかと了太は漠然と考えた。
　リアルな移動具が、都市空間において仮想空間とシンクロすることで多様性を持った新しいライフスタイルを提案できる。今の若い人たちにクルマをアピールするには、新しいライフスタイルを提案することで商品の魅力を感じてもらうほかない。単に安いだけでは納得しない賢いカスタマだ。
 
　プロジェクトは新製品のプロモーションだが、その枠を超えた大胆な提案をしなければこのコンペは勝てないと感じている。
 
 
　京王線急行八王子行きは、地下化工事の佳境を迎えた調布駅に向かって走る。このプロジェクトは成功するだろうという自信が了太の中に芽生えてきた。
 
（つづく）
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Manga by @YOUMAsan


TAMA PHOTO
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募集
 
 
　“どんまが!!”では、ゆうMUG会員および読者の皆様から写真を応募します。テーマは“TAMA PHOTO”。東京多摩地域に関わる内容であれば何でもかまいません。
 
【応募規定】
未発表作品で応募者本人が撮影したもの。
被写体が人物の場合、肖像権などの責任は負いかねます。必ず被写体ご本人の承諾を得るようにしてください。
 
【応募方法】
アドレスに写真データを送付ください。写真はJPGフォーマットでお願いします。紙媒体への出力品は受け付けておりません。
応募の際、以下の５つの項目を記入してください。
１）氏名（ペンネームやTwitterネームを希望であればその旨をお知らせください）
２）連絡先（メールアドレスのみでも構いません）
３）ゆうMUG会員であれば会員番号
４）作品タイトル
５）作品のねらい
 
応募先: donmaga@yu-mug.jp
 
【作品について】
必ず掲載されるとは限りませんので宜しくご了解の程、お願い申し上げます。応募頂いた作品は、“どんまが!!”掲載とゆうMUGの活動で使用させて頂きます。

 

広告
[image: スクリーンショット（2010-10-22 17.30.17）.png]
 
「PLUS YU（プラスユウ）」は、東京郊外の閑静なベッドタウン多摩ニュータウンに平成元年(1989年)の春、Mac専門店としてオープン致しました。 Apple製品を販売し続けて20年以上、日本最古級のMac SHOPとして、これまでに4万台以上の Macintosh と4万台以上の iPod をお客様にお届けして参りました。「PLUS YU」の "PLUS" は、"Macintosh Plus" から20年以上にわたりアップル製品の販売・サポートを継続してきたという私たちの誇りであり原点です。
アップル専門店「PLUS YU」は、Apple Authorized Resellerとして、アップル認定サポートプロフェショナル・テクニカルコーディネーターを取得した専門スタッフが、お客様のアップルライフにハッ ピーを「プラス」するお手伝いをさせて頂いております。アップルライフを始めたい方も、アップルライフが大好きな方も、ぜひ一度「PLUS YU」にお越しください。
－ご来店を心よりお待ち申し上げます－
 
HP : http://www.plusyu.co.jp/
E-mail : shop@plusyu.co.jp
Tle : 042-338-8866
Fax : 042-371-7229
〒206-0024 東京都多摩市 諏訪2丁目12番地 アクロスビル1階
地図
 
＜営業時間＞
12:00 -19:30
定休日：月曜日

 

編集後記
 
 
 
どんまが第６号、お読み頂きありがとうございました。

無事に刊行から２年目に入ることが出来ました。今後もよろしくお願いします。

 

記事を投稿してくれた会員の皆様ありがとうございました。

SIMフリーiPhoneの記事を投稿してくださった立石さんありがとうございます。

他の連載も安定してきたようで皆様の協力に感謝するばかりです。

光画部との連携も先号からはじまりましたが、他の分科会との連携も今後強化してきたいと思います。

 

私たちは、もっと多くのゆうMUGメンバーでワイワイと作り上げていくマガジンを目指しています。文字だけでなく音楽や動画などの作品を掲載させていただける会員の方を募集しています。心当たりのある方はメールやTwitterで！

 

これからも試験的な試みを行いながら「どんまが！！」を育てていきたいと思います。ゆうMUGの会員の皆様、これからもご協力よろしくお願いします。また、興味を持っていただいた方のゆうMUG参加も心よりお待ちしています。
 
 
どんまが編集長　@inabary No.0040
 
 
-from editorial office-
　　　 
編集長　@inabary
編集者　@mojamojataron
発行人　@jaraku
HP：www.yu-mug.jp
E-mail：info@yu-mug.jp
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